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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，日本人の技術者を対象に，技術中国語の e-ラーニングシステムを開発することを

目的に進めてきた。まず，技術中国語の基礎的コンテンツを収集・制作した。更に，インスト
ラクショナルデザイン理論に基づき，ADDIE（分析，設計，開発，実施，評価）モデルを用い
て技術中国語の Web 教材とその e-ラーニングシステムを開発した。マルチメディア教材の学習
効果を高めるために，教材作成に認知理論の七つの原理を生かし，特に，冗長原理を語学教育
に適用できるように修正した。また，語彙の記憶効果と応用能力を高めるために，静止画と動
画の使い分け基準を策定し，新しい語彙表現法を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

To ensure the smoothness of scientific and technological exchanges between China and Japan, 
and to support Japanese companies doing business in China, we have been carrying out this study 
to develop an e-learning system for technical Chinese course for Japanese engineers. First, we 
collected and built contents of basic technical Chinese. Then, based on instructional design, we 
employed an ADDIE (analyze, design, develop, implement, evaluate) model to develop a 
Web-based technical Chinese course and the corresponding e-learning system. To improve learning 
efficiency, seven principles of the cognitive theory of multimedia learning were used to build the 
Web-based technical Chinese course. In particular, we modified the redundancy principle to suit 
language teaching. Finally, to find a way that not only helps learners remember but also enables 
them to practice new vocabulary items, we made a standard for the use of static images and video 
clips or animations, and discussed about an optimal number of times the pronunciation of an item 
should be played. Based on listening experimental results, we devised a new presentation method 
for vocabulary items. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：教材・教具論，e-ラーニング，技術中国語，Web 教材，認知理論，語彙学習 
 
１．研究開始当初の背景 

近年，中国経済の発展に伴い，日中間の科
学技術交流が活発に行われ，日本企業の中国
進出および中国との技術提携も急激に増え
ている。それを背景に，技術中国語の需要は
急増している。一方，技術中国語の教材制作
は，技術分野の専門知識が不可欠であり，従
来の教材開発よりも遥かに難しい。そのため，
このような教材開発についての研究につい
て，今までまったく行われていなかった。 

われわれは，このような社会的ニーズに答
えるために，技術中国語教材の開発に関する
基礎的研究を行った。本研究では，その成果
をもとに，技術中国語の Web 教材とその e-
ラーニングシステムを構築する。 

 
２．研究の目的 

技術中国語は学際的な領域であり，その教
材を作るにあたって，一般的な中国語の知識
のほかに，科学技術史，科学の基本的素養，
工学的な表現方法，客観的かつ論理的な思考
手法などをすべて網羅しなければならない。
そのため，中国語学の専門家または理工系の
研究者だけでは技術中国語の教材を制作す
ることは極めて難しい。この困難を克服する
ために，本研究では，中国語学，中国語教育，
情報基礎教育，e-ランニングシステムおよび
インテリジェントシステムの各領域の専門
家により研究チームを編成し，技術中国語の
基礎的コンテンツを収集・制作する。更に，
技術中国語の Web 教材とその e-ラーニング
システムを開発する。 

本研究は，新しいインストラクショナル設
計理論と認知理論を用いて技術中国語 e-ラ
ーニングシステムを構築することを目的と
しており，以下の特徴を持っている： 
(1) 先駆的な研究：本研究で制作する技術中

国語 e-ラーニングシステムは世界初であ
り，社会から強く求められているもので
もある。 

(2) 実用性と拡張性：従来の中国語テキスト
と違い，本 e-ラーニングシステムは，一
般的中国語能力の養成という面だけでは
なく，技術中国語の読解力と表現力の養
成という実用的な側面にも配慮している。
また，本研究で構築したフレームワーク
を適用することにより，専門分野の中国
語およびビジネス中国語の e-ラーニング
システムをも簡単に構築できるだけでな
く，言語教育一般の e-ラーニングコース

も容易に構築できる。 
(3) 文理連携のチーム構成：中国語学・中国

語教育の専門家，中国語学の専門家と工
学の専門家から研究組織を構成されてい
る。中国語教育の立場と工学的立場から
本教材と e-ラーニングシステムを構築し，
各分野における最新な研究成果を本 e-ラ
ーニングシステムに集大成する。 

 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために，以下のよ

うに段階を分けて研究を行った。 
(1) まず，技術中国語に関するコンテンツの

素材収集と整理を行った。 
(2) 次に，関連テキスト・単語辞書・音声・

画像・映像などの制作を行った。 
(3) それから，インストラクショナルデザイ

ン理論に基づき，技術中国語の Web 教材
とその e-ラーニングシステムを設計・実
装した。 

(4) 技術中国語 e-ラーニングシステムにつ
いて，中国語学習者を対象に，テストを
行い，システム評価を行った。 

(5) システム評価結果を基に，語学教育に適
用できるように，認知理論の冗長原理を
修正し，語学教育に適した修正冗長原理
を提案した。 

(6) テスト結果を基に，語彙の学習効率を図
るために，静止画・動画の使い基準を策
定し，単語再生の最適回数を検討した。
それを基に，新しい語彙表現法を提案し
た。 

(7) テストによるシステム評価結果，修正冗
長原理，新しい語彙表現法を基に，技術
中国語 e-ラーニングシステムの修正と
再実装を行った。 

 
４．研究成果 
本研究は，以下の研究成果が得られた： 

(1) 教材用トピックの選定：トピックの選定
に際して，履修者のやる気の維持，トピ
ックの適時性・バラエティ・面白さを重
視すると同時に，その有用性もトピック
選定基準にした。テーマの選定は，2 段
階に分けて行った。まず，第 1段階では，
テーマの理解しやすさと面白さを中心に，
日本と中国に関する最近の話題を中心に
38 テーマを選定した。第 2段階では，テ
ーマ表現のしやすさ，理工系出身者にと
って図形・アイコンの認知度と技術分野



 

 

全体のバランスを考慮し，最終的に 14
テーマに絞り，一学期分のトピックを選
定した。 

(2) 関連テーマ素材の収集・整理・作成：選
定されたテーマに関して，素材を集め，
それを基に，テキスト，静止画・動画と
アニメーション，単語辞書および音声デ
ータの作成を行った。 

(3) 認知理論の修正：マルチメディア学習
において，認知理論の七つの原理は
提案されているが，それはもともと
自然科学を学習するために開発され
たものであり，必ずしも語学教育に
そのまま適用できるとは限らない。
本研究では，４つのサンプル Lesson を
用いて，東京工科大学学部 3，4年次生を
対象に認知理論の確認実験を行った。そ
の結果，認知理論の冗長原理を語学学習
にそのまま適用するのは適切ではなく，
修正する必要があることがわかった。い
くつかの手法を比較検討した末，動画・
音声と同時に，覚えさせるキーワードを
も同時に提示する修正冗長原理を提案し
た。さらに，東京工科大の中国語履修
者を対象に聴取実験を行い，修正冗
長原理の有効性を検証した。 

(4) マルチメディアによる新しい語彙表
現法：学習効果を高めるために，語
彙表現の手法も非常に重要である。
現在市販されている中国語関係の e-
ラーニング教材における語彙表現を
徹底的に調査し，それをベースにマ
ルチメディアの特徴を活かした新し
い語彙表現法の検討をした。まず，
画像-単語表現法およびそれによる
学習効果に関する実験研究を行い，
実験データをベースに静止画と動画
の使い分けに関するルールを提案し
た。また，聴取実験により，単語再
生の最適回数を検討した。さらに，
学習プロセスを解析し，語彙の学習
効果を高める例文提示法を提案した。
これらの結果をもとに，マルチメデ
ィアによる新しい語彙表現法を提案
した。 

(5) 技術中国語 e-ラーニングシステムの
構築：テキスト，画像，音声などの
マルチメディア素材を系統的にまと
め，Wiki を用いて技術中国語 Web 教
材を作成し，Apache を用いて Web サ
ーバーを立ち上げ，技術中国語 e-ラ
ーニングシステムを構築した。構築
したシステムは各種マルチメディア
データベースのほかに，検索機能，
BBS 機能などの機能も備えている。
特に，本システムは，本研究で提案
した修正冗長原理と新しい語彙表現

法を用いて構築されているため，従
来の手法に比べ高い学習効果が期待
できる。 
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